
 （2） 山　武　郡　市　広　域　水　道　企　業　団 

　中長期経営プラン2016では、基本理念を念頭に「安全」「強靭」「持続」の計画目標を定め、その実現に向けて７つの
「施策」を設けて、更に具体的な施策に対する取組内容を掲げ積極的な事業展開を図ることとしました。

給水原価と供給単価の比較
（平成 26 年度決算値）

・ 給水原価とは、水道水１㎥をご家庭まで送り届ける
ために要した費用です。

・供給単価とは、水道水１㎥当たりの水道料金収入です。

給水原価
265.10円

供給単価
232.18円
供給単価
232.18円

不足分
32.92円

〔費用〕 〔収益〕
　水道料金は、水道法により「能率的な経営の下における適正な原価に
照らし公正妥当なものであること。」とされています。
　山武水道の給水原価は、遠く利根川に水源を求めている九十九里地域
水道企業団から浄水を購入しているため、域内に豊富な水源がある事業
体等と比べ割高となっております。

■給水原価と供給単価
　右のグラフに示しましたように、平成２6年度の給水原価は１㎥当たり
265.10円に対し、供給単価は１㎥当たり232.18円で水道水１㎥給水する
毎に32.92円の不足が生じております。
　この不足分については、構成市町や千葉県から補助金をいただくことで
現在の水道料金を維持している状況です。

山 武 水 道 の 水 道 料 金 に つ い て

「山武郡市広域水道企業団中長期経営プラン 2016」を策定しました。
【平成２８年度～平成３７年度】

基本理念　「次世代へつなぐ強靭で安心な水道」

安
　
全

計画目標 施 策 取組内容

水道水の安全の確保
　お客様がいつでもどこでも
安全な水を飲める水道

１ 水質管理の強化
・水質管理の強化
・直結給水方式への推進
・給水装置に対する安全性の確保

強
　
　
靭

計画目標 施 策 取組内容

確実な給水の確保
　自然災害等による被災を
最小限にとどめ、被災した
場合であっても迅速に復旧
できるしなやかな水道

２  水道施設の計画的更新と
維持管理

・効率的な水運用のための水道施設の整備
・配水施設の計画的更新
・管路施設の計画的更新
・管路の維持管理及び漏水防止対策

３ 総合的な危機管理
・災害対策計画と活動マニュアルの運用管理
・ 漏水事故及び災害時における復旧体制の強化

及び関係者間の連携

持
　
　
　
続

計画目標 施 策 取組内容

供給体制の持続性の確保
　給水人口や給水量が減少
した状況においても健全かつ
安定的な事業運営が可能な水道

４ お客様サービスの充実 ・お客様サービスの向上

５ 経営の健全化及び効率化

・将来需要の動向に即した水道料金制度の検討
・経営基盤の強化
・組織体制の強化
・統合・広域化の検討
・運営委員会の有効活用

６ 活力ある人材・組織づくり ・人材育成と技術の継承

７  環境に配慮した事業運営
の推進 ・省エネルギーと環境保全対策

「山武郡市広域水道企業団中長期経営プラン 2016」の詳細は山武水道公式ホームページをご覧ください。
http://www.water-sansui-ki.jp

さんすいちゃん

水を大切に！




